真宗の眼目 曽我量深著〈神を開く〉より by 曽我 量深
真
宗
の
眼
目
わ
が
祖
聖
が
入
滅
し
た
ま
い
て
、
今
す
で
に
六
百
七
十
年
を
経
て
、
し
か
も
真
宗
の
教
旨
、
な
お
依
然
と
し
て
明
徴
を
欠
く 
こ
と
は
、
甚
だ
遺
憾
の
極
み
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
今
日
な
お
来
世
彼
岸
の
往
生
成
仏
を
以
っ
て
、
そ
の
第
一
主
義
と
し
、
遂
に 
理
想
主
義
の
当
体
た
る
自
我
の
領
域
を
超
脱
せ
ざ
る
こ
と
で
あ
る
。
祖
聖
が
、
支
那
以
来
久
し
く
枝
末
法
輪
な
る
『観
無
量
寿
経
』
宗
た
り
し
浄
土
教
を
廻
転
し
て
、
根
本
法
輪
な
る
『
大
無
量 
寿
経
』
の
本
願
真
宗
に
帰
向
せ
し
め
ら
れ
た
る
精
神
は
、
誠
に
本
願
成
就
の
経
文
に
依
っ
て
、
六
字
名
号
を
光
闡
し
、
信
心
為 
本
、
現
生
正
定
聚
の
意
義
を
明
朗
超
絶
せ
し
め
ん
が
た
め
で
あ
っ
た
。
則
ち
、
信
心
為
本
、
現
生
不
退
の
当
体
は
、
誠
に
六
字 
名
号
に
ほ
か
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
則
ち
、
南
無
の
二
字
は
信
心
為
本
で
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
の
四
字
は
正
し
く
現
生
正
定
の
体
で 
あ
る
。
こ
の
六
字
名
号
こ
そ
、
本
願
真
宗
の
唯
一
現
行
の
体
で
あ
る
。
凡
そ
、
正
定
と
滅
度
と
は
、
穢
土
の
現
生
と
浄
土
の
来
生
と
に
得
る
と
こ
ろ
の
二
益
で
あ
る
と
伝
承
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
 
こ
れ
は
横
の
別
体
の
二
益
で
な
く
し
て
、
堅
の
同
体
の
因
果
二
位
の
二
益
で
あ
る
。
現
生
に
得
ざ
る
正
定
聚
な
ら
ば
必
至
滅
度 
は
全
く
虚
設
と
な
り
、
本
願
力
は
徒
然
と
な
り
、
信
心
は
則
ち
定
散
自
心
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
且
つ
、
穢
土
と
浄
土
と
は
、
決 
し
て
我
々
が
思
想
す
る
が
如
く
横
の
別
体
的
地
理
的
関
係
で
は
な
く
、
前
念
後
念
の
内
面
的
因
果
必
然
の
関
係
で
あ
り
、
前
念 
命
終
後
念
即
生
で
あ
る
。
誠
に
、
名
号
を
憶
念
す
れ
ば
、
現
行
の
事
実
と
し
て
は
一
念
帰
命
即
時
入
必
定
の
ほ
か
は
な
い
の
で
あ
る
。
正
定
に
お
い
て 
滅
度
は
理
想
か
ら
事
実
と
な
る
。
我
々
は
、
現
生
正
定
に
お
い
て
、
究
極
の
満
足
を
感
覚
し
、
一
点
の
不
満
も
な
い
。
こ
の
一
事
の
み
、
我
ら
の
最
大
関
心
事 
で
あ
り
、
未
来
往
生
成
仏
の
如
き
は
、
全
く
如
来
に
一
任
す
べ
き
で
あ
る
。 
曾
我
量
深
著
ハ
神
を
開
く
〉
よ
り
81
